
　
新
春
の
１
月
５
日
㈮
、
西
有
家

中
学
校
運
動
場
お
よ
び
須
川
港
付

近
で
、
南
島
原
市
と
し
て
初
め
て

の
出
初
め
式
が
、
市
内
８
地
区
51

分
団
の
消
防
団
員
集
結
の
も
と
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
ま
ず
消
防
団
旗
・
消
防

署
旗
を
掲
げ
た
各
員
の
入
場
に
始

ま
り
、
人
員
報
告
、
服
装
点
検
な

ら
び
に
機
械
器
具
点
検
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
松
島
市
長
を
先
頭
に
、

す
べ
て
の
点
検
が
厳
し
く
行
わ
れ

る
会
場
は
、
冷
た
い
風
と
と
も
に

ピ
リ
ピ
リ
と
し
た
緊
張
感
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　
松
島
市
長
は
式
辞
の
中
で
、「
自

ら
の
地
域
は
自
ら
守
る
、
と
い
う

消
防
精
神
の
も
と
、
消
防
力
の
強

化
の
た
め
、
訓
練
を
重
ね
、
消
防

施
設
の
点
検
に
昼
夜
を
問
わ
ず
励

ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
消
防
に
対
す
る
市
民
の
期
待

は
高
ま
る
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
の

負
託
に
応
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
期
待

感
を
込
め
、
全
消
防
団
員
に
力
強

く
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
立
石
暁
副
知
事
は

「
近
年
の
災
害
は
、
地
球
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
と
と
も
に
多
様

化
し
、
被
害
の
大
規
模
化
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

災
害
の
発
生
に
対
し
て
、
地
域
の

消
防
、
防
災
の
要
で
あ
る
皆
様
が

迅
速
、
か
つ
的
確
に
対
処
さ
れ
地

域
を
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま

こ
と
に
頼
も
し
く
、
県
民
に
と
っ

て
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
式
典
で
は
、
多
年
に
わ
た

り
消
防
団
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

に
対
し
、
消
防
庁
長
官
表
彰
や
長

崎
県
知
事
表
彰
、
南
島
原
市
長
表

彰
な
ど
多
く
の
方
が
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
、
安
藤
秀
樹
さ
ん
（
元
南
有
馬

町
消
防
団
長
）
は
「
身
に
余
る
光

栄
に
存
じ
ま
す
と
同
時
に
、
心
か

ら
感
激
い
た
し
て
い
ま
す
。
愛
す

る
南
島
原
市
に
根
を
お
ろ
し
、
伝

統
あ
る
消
防
団
に
入
団
し
て
以
来
、

先
輩
諸
氏
の
厳
し
い
中
に
も
暖
か

い
ご
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
な
ん

と
か
防
火
の
防
人
の
一
員
と
し
て

が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
」
と

被
表
彰
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
石
川
嘉
則
団
長
は
「
雲

仙
普
賢
岳
噴
火
災
害
が
残
し
た
多

く
の
教
訓
を
も
と
に
、
団
員
諸
君

に
お
か
れ
ま
し
て
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
消
防
技
術
の
練
磨
に
精
励
さ

れ
、
一
人
一
人
が
南
島
原
市
の
消

防
団
員
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、

崇
高
な
る
消
防
精
神
に
支
え
ら
れ

た
強
い
信
頼
と
団
結
を
築
か
れ
る

こ
と
を
希
望
い
た
し
ま
す
」
と
、

南
島
原
市
消
防
団
員
と
し
て
の
決

意
と
自
覚
を
促
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
西
有
家
町
内
の
か

わ
い
ら
し
い
「
ち
び
っ
こ
消
防
団
」

を
先
頭
に
、
旧
西
有
家
漁
協
付
近

を
分
列
行
進
。
最
後
は
須
川
港
で

の
放
水
訓
練
と
な
り
、
護
岸
に
ず

ら
り
と
並
ん
だ
消
防
ポ
ン
プ
車
が

い
っ
せ
い
に
放
水
す
る
と
、
観
客

か
ら
歓
声
が
あ
が
り
、
新
春
の
空

に
水
し
ぶ
き
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
12
月
13
日
㈬
、
日
本

損
害
保
険
協
会
か
ら
寄
贈
が
決
定

さ
れ
て
い
た
軽
消
防
自
動
車
の
受

納
式
が
市
役
所
西
有
家
住
民
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
三
村
裕
平
（
長

崎
県
）
会
長
か
ら
、
松
島
市
長
へ

目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
同
協

会
は
地
域
の
消
防
力
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
、
昭
和
27
年
（
１
９

５
２
）
か
ら
全
国
の
自
治
体
へ
消

防
車
を
贈
り
続
け
て
お
り
、
本
年

度
は
全
国
で
20
自
治
体
へ
の
寄
贈

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
受
納
式
で

松
島
市
長
は
、
「
日
本
損
害
保
険

協
会
の
活
動
に
敬
意
を
表
し
、
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
、
石
川
嘉
則
南
島

原
市
消
防
団
長
へ
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　
軽
消
防
自
動
車
は
、
全
自
動
小

型
動
力
ポ
ン
プ（
Ｂ
２
級
）付
四
輪

駆
動
車
で
、
西
有
家
地
区
第
１
分

団
に
配
備
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
消
防
団
南
有
馬
地
区

第
２
分
団
の
消
防
自
動
車
が
更
新

さ
れ
、
12
月
23
日
㈯
、
南
有
馬
町

八
幡
神
社
で
入
魂
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。（
写
真
・
下
）

▲機動力が期待されます

▲南有馬地区第２分団に配備

管 轄 区 域 ・ 所 有 車 両名 称

有家町、西有家町

ポンプ車（水槽付）１、救助工作車１、
高規格救急車１、広報車１

南 島 原 消 防 署

職員数

21

深江町、布津町

ポンプ車（水槽付）１、高規格救急車１、
広報車１

布 津 分 署 14

口之津町、加津佐町

ポンプ車（水槽付）１、高規格救急車１、
広報車１

口 之 津 分 署 16

北有馬町、南有馬町

水槽付ポンプ車１、高規格救急車１、
広報車１

有 馬 分 署 14

消防署の概要

ポンプ車定 数 団員数地区団 小型ポンプ分団数地 区 団 長

8深　江 168 168 ー8石川　嘉則

3布 津 130 128 ー4松崎　　強

2有 家 250 250 ６8佐藤　勝秀

2西有家 241 236 ６8石川　昭三

ー北有馬 150 149 ７8柘植　太一

1南有馬 154 153 ６8山口　俊一

2口之津 150 148 105七條萬八郎

2加津佐 100 100 ６2高見　政光

20南 島 原 市 合 計 1,343 1,332 4151

南島原市消防団の概要 団長　石川 嘉則
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